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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 30日 (2004.11.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 固 定 砥 粒 を 用 い て 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た デ バ イ ス ウ エ ハ を 研 磨 す る 方 法 に お い て 、 界
面 活 性 剤 を 供 給 し な が ら 、 及 び ／ 又 は 、 固 定 砥 粒 の ド レ ッ シ ン グ を 行 い な が ら 研 磨 す る こ
と を 特 徴 と す る 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 方 法 に お い て 、 前 記 デ バ イ ス ウ エ ハ の 研 磨 が 進 行 し て 凸 部 が
平 坦 化 す る 前 に 、 界 面 活 性 剤 の 供 給 を 開 始 し つ つ 研 磨 を 継 続 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方
法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 方 法 に お い て 、 前 記 デ バ イ ス ウ エ ハ を 固 定 砥 粒 の ド レ ッ シ ン
グ を 行 い な が ら 研 磨 を 行 い 、 前 記 デ バ イ ス ウ エ ハ の 研 磨 が 進 行 し て 、 凸 部 が 平 坦 化 す る 前
に 、 ド レ ッ シ ン グ を 停 止 し て 、 研 磨 の み を 継 続 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 方 法 に お い て 、 反 応 促 進 に 寄 与 す る 薬 液 を
供 給 し な が ら 研 磨 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 方 法 に お い て 、 固 定 砥 粒 を 用 い て 前 記 デ バ
イ ス ウ ェ ハ の 研 磨 を 行 っ た 後 に 、 該 デ バ イ ス ウ ェ ハ の 仕 上 げ 研 磨 を 行 う こ と を 特 徴 と す る
研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た デ バ イ ス ウ エ ハ 定 砥 粒 を 用 い て 研 磨 す る 装 置 に お い て 、 研
磨 を 促 進 さ せ る 手 段 と 、 研 磨 を 抑 制 さ せ る 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 研 磨 を 促 進 さ せ る 手 段 は 、 研 磨 を 行 い な が ら ド レ ッ シ ン グ を 行 う ド レ ッ シ ン グ 手 段
、 又 は 研 磨 を 促 進 さ せ る 薬 液 の 供 給 手 段 で あ り 、 前 記 研 磨 を 抑 制 さ せ る 手 段 は 、 界 面 活 性
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剤 を 供 給 す る 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 研 磨 対 象 で あ る ウ エ ハ （ 半 径 ： Ｒ ｗ ） と 固 定 砥 粒 面 （ 半 径 ： Ｒ ｆ ） の 大 き さ が 、
　 　 ２ Ｒ ｗ ＞ Ｒ ｆ ＞ Ｒ ｗ ／ ２
の 関 係 に あ り 、 前 記 ウ エ ハ と 固 定 砥 粒 面 と は そ れ ぞ れ 自 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た デ バ イ ス ウ エ ハ 定 砥 粒 を 用 い て 研 磨 す る 装 置 に お い て 、 研
磨 を 促 進 さ せ る 手 段 と 、 研 磨 を 抑 制 さ せ る 手 段 と を 備 え 、 研 磨 対 象 で あ る ウ エ ハ （ 半 径 ：
Ｒ ｗ ） と 固 定 砥 粒 面 （ 半 径 ： Ｒ ｆ ） の 大 き さ が 、
　 　 ２ Ｒ ｗ ＞ Ｒ ｆ ＞ Ｒ ｗ ／ ２
の 関 係 に あ り 、 前 記 固 定 砥 粒 面 の 半 径 Ｒ ｆ が 前 記 ウ エ ハ の 中 心 と 前 記 固 定 砥 粒 面 の 中 心 と
の 間 の 距 離 よ り も 大 き く 、 前 記 ウ エ ハ と 固 定 砥 粒 面 と は そ れ ぞ れ 自 転 す る こ と を 特 徴 と す
る 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 固 定 砥 粒 を 用 い た 研 磨 が な さ れ た デ バ イ ス ウ ェ ハ の 仕 上 げ 研 磨 を 行 う 仕 上 げ 研 磨 手 段 を
備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ９ に 記 載 の 研 磨 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　
　

　

【 請 求 項 １ ２ 】
　

【 請 求 項 １ ３ 】
　
　
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た デ バ イ ス ウ エ ハ 定 砥 粒 を 用 い て
研 磨 す る 装 置 に お い て 、 研 磨 を 促 進 さ せ る 手 段 と 、 研 磨 を 抑 制 さ せ る 手 段 と を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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固 定 砥 粒 を 用 い て 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た ウ エ ハ を 研 磨 す る 方 法 に お い て 、
研 磨 中 に 前 記 固 定 砥 粒 の 研 磨 面 を ド レ ッ シ ン グ を す る こ と に よ り 遊 離 砥 粒 を 生 成 し な が

ら 研 磨 す る 第 １ の 研 磨 工 程 と 、
前 記 第 １ の 工 程 の 後 、 前 記 固 定 砥 粒 の 研 磨 面 を ド レ ッ シ ン グ を 伴 わ な い 状 態 で 研 磨 す る

第 ２ の 研 磨 工 程 に よ り 研 磨 す る ウ エ ハ の 研 磨 方 法 。 　

前 記 第 ２ の 研 磨 工 程 に お い て 、 前 記 研 磨 面 に 界 面 活 性 剤 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ １ 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 。 　

固 定 砥 粒 を 用 い て 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た ウ エ ハ を 研 磨 す る 方 法 に お い て 、
界 面 活 性 剤 を 伴 わ な い 状 態 で 前 記 固 定 砥 粒 に よ り 研 磨 す る 第 １ の 研 磨 工 程 と 、
前 記 第 １ の 工 程 の 後 、 界 面 活 性 剤 を 供 給 し な が ら 前 記 固 定 砥 粒 に よ り 研 磨 す る 第 ２ の 研

磨 工 程 に よ り 研 磨 す る ウ エ ハ の 研 磨 方 法 。

前 記 第 １ の 研 磨 工 程 に お い て 、 緩 衝 材 を 添 加 し な が ら 研 磨 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 。

前 記 第 ２ の 研 磨 工 程 の 後 に 、 研 磨 布 に よ り 仕 上 げ 研 磨 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
１ 乃 至 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 。 　

前 記 仕 上 げ 研 磨 は 、 前 記 研 磨 布 に ス ラ リ を 供 給 し な が ら ウ エ ハ を 研 磨 布 に 押 圧 し て 行 う
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 。
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た デ バ イ ス ウ エ ハ 定 砥 粒 を 用 い て
研 磨 す る 装 置 に お い て 、 研 磨 を 促 進 さ せ る 手 段 と 、 研 磨 を 抑 制 さ せ る 手 段 と を 備 え 、 研 磨
対 象 で あ る ウ エ ハ （ 半 径 ： Ｒ ｗ ） と 固 定 砥 粒 面 （ 半 径 ： Ｒ ｆ ） の 大 き さ が 、  
　 　 ２ Ｒ ｗ ＞ Ｒ ｆ ＞ Ｒ ｗ ／ ２  
の 関 係 に あ り 、 前 記 固 定 砥 粒 面 の 半 径 Ｒ ｆ が 前 記 ウ エ ハ の 中 心 と 前 記 固 定 砥 粒 面 の 中 心 と
の 間 の 距 離 よ り も 大 き く 、 前 記 ウ エ ハ と 固 定 砥 粒 面 と は そ れ ぞ れ 自 転 す る こ と を 特 徴 と す
る 研 磨 装 置 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 固 定 砥 粒 を 用 い た 研 磨 が な さ れ た デ バ イ ス ウ ェ ハ の 仕 上 げ
研 磨 を 行 う 仕 上 げ 研 磨 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 研 磨 装 置 で あ る 。 こ れ に よ り 、 上 述
し た 固 定 砥 粒 を 用 い た 研 磨 後 に ウ エ ハ の 表 面 に 付 着 し た 研 磨 粒 子 や ウ エ ハ 面 の キ ズ （ ス ク
ラ ッ チ ） を 除 去 す る こ と が 可 能 と な る 。
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請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 固 定 砥 粒 を 用 い て 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た ウ エ ハ を 研 磨 す
る 方 法 に お い て 、 研 磨 中 に 前 記 固 定 砥 粒 の 研 磨 面 を ド レ ッ シ ン グ を す る こ と に よ り 遊 離 砥
粒 を 生 成 し な が ら 研 磨 す る 第 １ の 研 磨 工 程 と 、 前 記 第 １ の 工 程 の 後 、 前 記 固 定 砥 粒 の 研 磨
面 を ド レ ッ シ ン グ を 伴 わ な い 状 態 で 研 磨 す る 第 ２ の 研 磨 工 程 に よ り 研 磨 す る ウ エ ハ の 研 磨
方 法 で あ る 。

請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 研 磨 工 程 に お い て 、 前 記 研 磨 面 に 界 面 活 性 剤 を
供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 で あ る 。

請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 明 は 、 固 定 砥 粒 を 用 い て 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た ウ エ ハ を 研 磨 す
る 方 法 に お い て 、 界 面 活 性 剤 を 伴 わ な い 状 態 で 前 記 固 定 砥 粒 に よ り 研 磨 す る 第 １ の 研 磨 工
程 と 、 前 記 第 １ の 工 程 の 後 、 界 面 活 性 剤 を 供 給 し な が ら 前 記 固 定 砥 粒 に よ り 研 磨 す る 第 ２
の 研 磨 工 程 に よ り 研 磨 す る ウ エ ハ の 研 磨 方 法 で あ る 。

請 求 項 １ ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 第 １ の 研 磨 工 程 に お い て 、 緩 衝 材 を 添 加 し な が ら 研 磨
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 で あ る 。

請 求 項 １ ５ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 第 ２ の 研 磨 工 程 の 後 に 、 研 磨 布 に よ り 仕 上 げ 研 磨 を 行
う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 乃 至 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 で あ る 。

請 求 項 １ ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 仕 上 げ 研 磨 は 、 前 記 研 磨 布 に ス ラ リ を 供 給 し な が ら ウ
エ ハ を 研 磨 布 に 押 圧 し て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の ウ エ ハ の 研 磨 方 法 で あ る
。
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